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 聖書には、世の終わりの前兆について記

されています。偽キリストが大勢現れ、民

族は民族に、国は国に敵対し、大きな地震

があり、方々に飢饉や疫病が起こり、恐ろ

しい光景や天からの大きなしるしが現れる

と記しています（ルカの福音書21章参照）。

まさに、今の時代が終わりに向かっている

ことを思わされています。では、世の終わ

りを迎えたら何が起こるのでしょうか。 

 今月の聖書のことばには、神の前にはあ

らわでない被造物はないとあります。被造

物とは造られた物のことですから、人間も

含めて、全て造られた物は神の前にあらわ

になっていると言います。それを言いかえ

ますと、「神の目にはすべてが裸であり、さ

らけ出されてい」ることになります。この

言葉を読んで、どんな思いになるでしょう

か。ドキッとするでしょうか。「神の目には

すべてが裸」とありますが、人の目に見え

ないところで、誰にも気づかれないように

不正を働いている人にとってはドキッとす

る言葉になるでしょう。例えば、政治の世

界では私たちの知らないところで様々な不

正が行われていて、時々それが明るみにな

りますが、私たちが知らずにいる不正は多

くあることでしょう。また、お店などに万

引き防止のカメラやあらゆる装置が配備さ

れつつも、それをかいくぐって万引きする

人もいます。更に、匿名であることを良い

ことに、SNSでは誹謗中傷が後を絶ちませ

ん。芸能人がターゲットにされたり、一般

人であっても名前や住所がさらされたり、

嫌がらせを受けることもあります。そうい

った事々は隠れたところで行なわれ、上手

「神の御前にあらわでない被造物はありません。神の

目にはすべてが裸であり、さらけ出されています。この

神に対して、私たちは申し開きをするのです。」  

【ヘブル人への手紙 4章 13 節】 

 



～集会案内～ 

〇日曜日：第一礼拝 9:00～ 第二礼拝 11:00～ 〇水曜日：聖書研究祈祷会 10:30～12:00 

教会学校 10:10～10:40（現在は子どものみ）           19:30～21:00 

〇毎月第 2火曜日：ユニケの会 10:30～12:00（休止中。子育てなどをしている方のための集い） 

聖書に関する疑問等ございましたら、遠慮なくご連絡ください。また、当教会は、エホバの証人

やモルモン教、統一教会等とは一切関係のない、プロテスタントキリスト教会です。 

くいけば誰からもお咎めを受けずに済んで

しまうことかもしれません。しかし、聖書

は言います。「神の目にはすべてが裸であり、

さらけ出されています。」私たちの目は誤魔

化すことができますが、神の目にはすべて

が裸です。この事実と真剣に向き合うなら

ば、私たちの生き方は変わるのではないで

しょうか。そして、聖書は更に次のように

言います。「この神に対して、私たちは申し

開きをするのです。」これが私たちの最後に

待っていることです。今の世は終わりへと

向かっています。聖書は、イエス・キリスト

がもう一度この地上に戻って来られると語

ります。それを「再臨」と言いますが、クリ

スチャンは再臨を待ち望んでいます。この

再臨が起こったら、最後の審判があり、私

たちはその行いを問われます。それがどの

ような形で行なわれるのか、はっきりした

ことは分かりません。しかし、分かってい

ることがあります。それは、全てをご覧に

なっていた神に対して申し開きをすること

になるということです。どんな小さな不正

に対しても、義であり、聖であり、汚れなき

神は問われます。この厳粛な事実を前にし

て、「私は安心だ」と言える人はいるのでし

ょうか。自分の罪に恐れをなすということ

はないでしょうか。しかし、その恐れこそ

が大切です。そのような罪人のために、イ

エス・キリストは私たちが本来受けるべき

神の罰を身代わりとなって十字架で受けて

下さいました。ですから、イエス・キリスト

の十字架を私の罪のための十字架であると

信じるならば、罪を問われることはありま

せん。イエス・キリストが身代わりに神の

罰を受けてくださったからです。 

あなたは、神に申し開きをするという事

実に、どのように向き合われるでしょうか。 

 

 

 

 

◆コラム 

私たちが犯したどんな些細な罪も、神の前に

問われます。神の前に、一度でも罪を犯してい

るならば「罪人」として見られます。神は「あ

の人よりはまし」という相対評価ではなく、絶

対評価を下されます。その神を前にして、「私

は一度も罪を犯しませんでした」と告白でき

る人はいません。そして、義なる神は罪に対し

てはさばきを行なわれます。それが永遠の滅

びです。では、どうしたらこの滅びから逃れ、

救いを得ることができるのでしょうか。それ

が自分の罪を認め、上記に書いたようにイエ

ス・キリストの十字架の死を受け入れること

です。ここに私たちの救いがあります。 


